
 

 

 

 

 

 

 

願い事 

 今日は七夕。右の写真のように、各教室の廊下には、子供たち一人一人の

「願い事」を書いた短冊が笹に吊るされています。その願い事を見てみると、

「コロナが早くおさまりますように」という今の世相を反映したものがたく

さんありました。新型コロナはこんなところにも影響を及ぼしているのかと

思うと、少し寂しい気がしました。 

気持ちを切り替えて、さらに短冊を見てみると、「足がはやくなりますよ

うに」「ピアノがじょうずにひけるようになりますように」というような、

自分の能力が高まることを願うものが多くあることに気付きました。小学生

らしい率直な願い事に触れることができ、ちょっと心が和みました。 

さて、この「○○ができるようになりますように」という願い事を抱いて

いる子供たちに期待したいのは、それを単なる“願い事”で終わらせず、自

分の“目標”として、その達成に向けた努力をしてほしいということです。

私が小学生だった頃、同じように「足が速くなりたい」と強く願っていまし

た。それを実現するには練習しかないと思い、自分で考えた「１００回ジャ

ンプ」というトレーニングを毎日行いました。努力は実を結び、６年生のと

きには、５０ｍを７秒台前半で走ることができるようになりました。 

男川っ子たちには、何も努力をせずに、ただ幸運が舞い込むのをじっと待

つというパッシブな生き方ではなく、願い事の達成のために、自分にできる

ことを進んでやるというアクティブな生き方を追求してもらいたいです。 

「おやじの会」の皆様、ありがとうございました 

  今回、各学級で七夕飾りを作るにあたり、７月４日（日）に 

「おやじの会」の皆様が、全学級分の笹を切って学校に届けて 

くださいました。子供たちのために、休日返上でご尽力くださ 

ったことに対し、心よりお礼申し上げます。 

 

【１年生】 七夕集会 

  今日、１年生が体育館で七夕集会を開き、 

踊りやクイズなどを行いました。進行役の子 

供たちがとてもやる気いっぱいで、３か月間 

の成長を肌で感じてうれしく思いました。 
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